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01 事業種別と規模

名称：障害者支援施設

（施設入所・生活介護・短期入所）

定員：入所110名（6ユニット）

職員数：約８０名（生活支援員・看
護師・栄養士・事務など）

支援対象：主に知的障害、視覚障害
と知的障害をあわせ持った方

特徴：利用者の支援度が高く、ユニ
ット間での連携が必要であり、高齢
化に伴う介護支援も多くなっている。

0302 所在地とサービスの特徴

彦根市高宮町に事業所があります。サ

ービスの特徴として、視覚障害と知的

障害をあわせ持った方が多く利用され

ている入所施設でнп時間体制で生活支

援を行い、健康管理、日々の充実に向

けて支援を行っています。

事業所の概要

当事業所は障害者支援施設として、地域に貢献するため多様な支援を提供しています。
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業務効率と職員の負担

就寝後の就寝状況、離床のタイミング
が分からず転倒などの危険がある
利用者の方が増えてきていた。
利用者の方の動きに気が付かない。
転倒リスクへの強い懸念が、
職員の心理的負担を増加させていた。

情報共有の遅れ・伝達ミス

彦根学園内で電話を使った全館放送、
内線、声掛けだけでは職員間の連携
に時間がかかっていた。
緊急対応時（転倒・体調不良など）
の際に、人を探す手間がかかる。
職員間で大きな声で呼び合うことが多く、
利用者の安心感を損なう場面もあった。
視覚障がいがある利用者が多く、
音には過敏な方もおり、職員の連携を
取る声が不安定要因となる事もあった。

業務上の課題感と導入の背景

業務上の課題感と導入の背景
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安全で迅速な情報共有をしたい

支援の質と職員の安心感を高めたい

以前より導入していた見守りカメラ（ユニットのホール、廊下を映す）に追加する形で、ICTの導入を検討
映像や情報としてのά見える化έ、職員間でのスムーズな情報共有が行える環境を目的として。

眠りスキャン、インカムを導入。

導入の背景

ICTの導入
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導入内容

眠りスキャン
体動（寝返り、呼吸、心拍など）を検知して、睡眠状態を測定する非接着・非侵襲の体動センサーです。
彦根学園では、マットレスの下に敷き使用し、各ユニットにあるPCにて確認できるシステムで確認できるようにしています。
「眠りスキャンeye」にて常時録画を行い、離床時には通知にて現状を映像として確認ができる状態です。
インカム（Bluetooth対応の小型機器）ѐクリアトークカム
出勤する職員数に合わせてユニットごとに5台配布
同時通話・グループ分け機能を活用（生活介護、施設入所は各ユニット、衛生、夜間、とチャンネル分け）使用
眠りスキャンとも連動しており離床等の情報もインカムを通し確認できます。

導入内容

ICTの導入

４



活用場面

インカムの使用により職員同士がど

の場面でもやり取りができる環境と

なり、内線でのやり取り等が必要な

い状態となりリアルタイムで情報共

有ができる様になった。

定着のための工夫

少しずつ使用する機会が増えるよう

に導入前より順次練習時期を設けて

各ユニット使用して、どの様に使う

か、有効に使える状況等を検討した

。導入後は、積極的に使用すること

で抵抗感等が薄れる様に少しのこと

でもやりとりを行った。

導入した機器やアプリ

インカムのチャンネルをユニットご

と、全体での共有、夜間の時間帯等

細分化し使用することで場面による

使用をしている。

導入内容と工夫

インカム導入の具体的な活用場面と定着の工夫を紹介

写真 写真 写真
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活用場面

眠りスキャンを導入して

夜間の見守りに使用

起床覚醒などの見える化

定着のための工夫

常時PC画面に表示して確認ができる状

況を作り、記録業務等は他のPCで眠ス

キャンを確認しながら使用できる様に

した。

自身のユニットだけでなく他のユニッ

トも把握できるようにして緊急時や、

職員の休憩時等、他のユニットの職員

が見る意識を作った。

導入した機器やアプリ

パソコンの画面とインカムで同時に

情報共有できる眠りスキャンのアプ

リを導入している。

導入内容と工夫

眠りスキャンの具体的な活用方法と定着の工夫を紹介
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夜勤時にも活躍

夜間帯は、６ユニットそれぞれに１名の職

員が配置され、利用者の見守りを行ってい

る。急な支援が必要な場面や、他ユニット

の職員が休憩中の場合には、「眠りスキャ

ン」から得られる覚醒情報や見守りカメラ

の映像をもとに、ユニット間で情報を共有

し、連携して対応することが可能となって

いる。

廊下を利用者と歩行していても

支援中に職員同士が離れていてもリアルタ

イムで連絡を取り合えることで、瞬時の状

況把握や業務の共有、依頼がスムーズに行

える。

導入後の現在の状況

ＩＣＴ導入により支援員間の情報共有がスムーズに
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眠りスキャンの導入により夜間眠りの状況等を素早くキャッチでき

るようになった。

インカムの導入により職員間のやり取りがスムーズになり時間、

業務をしながらでも相談し合える状況になった。

業務効率の向上

)#4
苦手意識

眠りスキャンの導入により夜間の利用者の方々の動きを以前より早

くキャッチすることで安全な支援に繋がっている。

すぐに連絡を取り合え相談や応援をスムーズに頼めることで職員が

安心して支援が行える様になった。

職員の安心感改善

成果・効果、もしくは苦労した点

ICT導入により業務効率が向上

職員の不安感や心配が改善されたが、未だに苦手意識がある職員も。
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職員の安心感の改善

業務効率の向上



現在の状況として

苦手意識のある職員には利用機会を増やしてもらう声掛けを行い定着に繋げると共に、

インカムをつなぐ機会を作ることで情報共有がスムーズにできる成功体験ができる様にしている。

眠りスキャンでは、各ユニットで利用者の方の状態に合わせセンサー感度を調整し

状態などにあわせて活用方法を工夫する段階となっている。

今後のICT導入

服薬に関して

服薬でのミスなどもあるため今後、服薬管理ができるICTの導入の検討中

会議録に関して

会議録作成の時間を取ることが難しい為、AIボイスレコーダーを導入するなど

し議事録のスムーズな作成等に繋げることを検討中

現在の支援の中でどの部分が負担になっているのか等、課題点を解決できるICTを

今後も導入していく事が出来ればと考えています。

まとめ

ICT導入でさらなる支援の向上を目指して
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導入事例報告

（障害児通所支援事業所編）

児童発達支援・放課後等デイサービス

つむぎ

小林美晴
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01 事業種別と規模
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事業所の概要

当事業所は生活介護に特化し、地域に貢献するため多様な支援を提供しています。
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支援の質の向上

非効率な業務を見直しICTを導入すること

で、支援中の職員の負担を軽減し、支援時

間を確保します。子どもと向き合う時間を

増やし、一人ひとりに寄り添った支援の質

を高める体制づくりを目指しています。

過去の記録を迅速に振り返り、支援計画や

面談準備に活用できるため、より的確で一

貫性のある支援が可能となり、支援の質の

向上につながります。

現場の業務の非効率

紙媒体の連絡帳は支援中に手書きで記入す

る必要があり、その分子どもと向き合う時

間が削られていると感じていました。当事

業所では支援後にシステムへ入力しPDFで

保護者に送信することで、支援中の業務時

間を大幅に削減しています。

過去記録の検索や分析も容易になり、計画

更新や面談準備がスムーズに。

業務上の課題感と導入の背景 ①

ḱ ︡ḭ קּ לּ ︣
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AIで議事録を自動化

文字起こしした内容をAIに整理・要約させ

ることで、短時間で読みやすい議事録が完

成します。職員の事務負担を減らし、支援

に専念できる環境を整えるとともに、情報

共有や意思決定の質の向上にもつながって

います。

文字起こしで記録共有

保護者面談や職員会議の内容を録音し、AI

で文字起こしを行うことで、正確で漏れの

ない記録を迅速に共有できます。記録作成

にかかる時間が大幅に削減され、支援準備

や振り返りにも役立っています。

業務上の課題感と導入の背景 ②

AI ︡
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わかりやすい表現が可能

以前はフリー素材を組み合わせていました

が、AIの活用により子どもの理解度や特性

に応じたイラストや資料を柔軟に作成可能

になりました。

個々のニーズに応じた視覚的な支援が行え

るようになり、支援内容の理解促進や意欲

向上にもつながります。

支援資料を短時間で作成

子どもの特性や理解度に応じて、スケジュ

ール表やルールカード、感情カードなどを

AIで自動生成することで、個々に合ったわ

かりやすい支援が可能になります。

急な予定変更にもタブレット等で作成し、

即時に提示でき、混乱を最小限に抑えてス

ムーズな行動切り替えを支援できます。結

果として、子どもの理解促進や安心感が高

まり、支援の質の向上につながります。

業務上の課題感と導入の背景 ③

AI ṇ
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活用場面

支援記録や連絡帳、モニタリングの

共有、会議記録や支援計画のチェッ

ク、視覚支援教材の作成などに活

用。場合に応じて、特性に応じた資

料を即時提示でき、理解や切り替え

を支援。記録や書類作成の効率化に

より、こどもと向き合う時間を確保

し、支援の質の向上につながってい

ます。

定着のための工夫

導入時に職員研修を行い、システム
への理解を深めました。iPadを活
用できる環境を整え、PC操作が苦
手な職員も安心して使用できるよう
配慮することで、誰もが無理なく
ICTを活用できる体制を整備しまし
た。

導入した機器やアプリ

iPadを中心に、業務支援専用シス
テムで記録や共有を効率化。
ChatGPTで議事録や支援計画の素
案を作成し、Canvaで子どもにわか
りやすい教材を作成。複数のツール
を組み合わせることで、業務の省力
化と質の高い支援の両立を実現して
います。

導入内容と工夫

ICT導入で業務効率を向上させるための具体的な手法と定着の工夫を紹介

写真 写真
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記録や連絡帳、議事録などの作成をICTで効率化したことで、事務作業にかか
る時間が大幅に削減されました。その結果、職員が子どもと向き合う時間を増
やすことができ、一人ひとりの特性に応じた丁寧な支援や関わりを行えるよう
になり、支援の質の向上につながっています。

業務効率向上によ

る支援時間の確保

導入当初はPC操作に不安を感じる職員もいましたが、研修やマニュアル整備
で理解を深めました。また、ipadの活用や、手書きのメモなども写真で読み
込める仕組みを取り入れ、誰でも情報共有に参加できる体制を整備。PCが苦
手な職員も安心して活用でき、全員が支援に関われる環境を実現しました。

導入時の工夫

AIやタブレットを活用して、特性に合わせた視覚支援教材を短時間で作成でき

るようになりました。急な変更にも即時対応でき、子どもが混乱せず安心して

過ごせる環境を整備。よりわかりやすく柔軟な支援が可能となり、理解促進や

行動の安定にも効果が見られています。

支援内容の質向上

成果・効果、工夫した点

ICT導入による支援の質向上と業務効率化、そして導入時の工夫
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まとめ

ICT導入で広がる支援の可能性
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導入事例報告

（相談支援事業所編）

社会福祉法人とよさと

ステップあップ21

相談支援課 課長 木村 和弘
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01 事業種別と規模

相談員が13名の事業所

基幹相談、指定特定、指定一般等、

多くの相談業務行う。計画相談の契

約数は約450名、月にモニタリン

グ・案作成で150-200件の請求を行

ている。

0302 所在地とサービスの特徴

犬上郡豊郷町に所在。特徴として、

三障害児者の相談業務を実施。計画

相談が導入された時を相談事業が

「お荷物事業」からの脱却するチャ

ンスを考え、売上高人件費の考えで

目標をもって取り組んだ。

事業所の概要

当事業所は生活介護、行動援護を主とした居宅介護があるサービス事業課と
県内最多規模の職員数の相談事業所があります←今回はココの話
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Ệ

草創期
2015年～2021年 計画相談全利用者への義務化

黎明期
2021年～2023年 職員数減

発展期
2023年～2024年 さらなる合理化へ

革新期
2024年～現在 AI導入へ
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革新期

インターン受け入れ課題 ẓ ChatGPTを導入

音声入力 Windowsマーク＋H
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2015年は、20件行くことが大変だった。

2025年は30件は普通。時には35件以上も

業務効率がが150％から175％に
業務効率の向上

AIにかけるだけで、それなりに形はできる。しかし自身の考え、思

いのプロントを入れないとただこなしただけの仕事。仕事の面白

み、達成感の低下につながる。しっかり考え、やりたいことをAIに

伝えることで、さらにより良いものになる。

AIは、量も質も向上できるものだが、量だけが独り歩きしないよう

に注意が必要。

しかし

AIも結局

多くの場面でAI等を利用し、書類仕事がより簡単に

職員の満足度は
職員の満足度改善

成果・効果、もしくは苦労した点

業務効率化は進んだ、書類仕事が簡単にしかし
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